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さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は、
飯豊町ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
でも紹介しています。
知りたい情報は、「検索キーワード」を、ホームページの
検索ボックスに打ち込んでください。当該ページへ簡単
に移動することができます。

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

表　紙

今月の

前列左から穂花さん、春花さん。
後列左から稔さん、真理子さん

親子 厚母  稔  さん（44歳）
みのる

 真  理  子 さん（37歳）
ま り こ

 春  花 さん（８歳）
は る  か

 穂  花 さん（７歳）
ほ の  か

萩生在住

　稔さんと真理子さんが、
東京都から飯豊町に移住し
て９年目になります。仲良
し姉妹は、豊かな自然の中
で伸び伸び元気いっぱい。
今日は親子でスキーを楽し
みました。「飯豊の良さは
人の温かさです。これまで
やってこれたのは、周りの
皆さんの支えのおかげです」
と稔さんは話します。
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分ければ、減らせる。

データ／役場住民税務課調べ。人口・世帯数は平成21年３月末日現在の8,457人、2,405戸で算出
※処分費用には、置賜広域行政事務組合への負担金のほか、収集運搬経費18,344,604円を含む

リポート・ごみの現状
report on garbage in Iide Tow n

　平成20年度に町から出たごみの量は約1,655㌧。その処理に要した経費は実に約６,６３６万円。
その額は、同年の町内５つの小学校の運営管理費の合計（約６,5７７万円）を上回ります。

ごみの量を減らすことで、町の予算をもっと有効なまちづくりに活用することができるのです。
　ごみの排出の現状などを報告します。

１人当り　7,846円　１世帯当り　27,591円

平成20年度に町から排出したごみの量　1,655.12㌧

１人当り　195.7㌔　１世帯当り　688.2㌔

※
町がごみの処分に要した費用　66,355,163円
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重
く
の
し
か
か
る
ご
み
処
理
の
負
担

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
量
を
重
さ
で
比
べ

た
場
合
、
約
七
割
は
可
燃
ご
み
で
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
古
紙
、
空
き
缶
と

い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
ご
み
は
、

約
二
割
に
し
か
達
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
を
担
う
の
が
、

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
が
運
営
す
る
千
代

田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
高
畠
町
）で
す
。
置

賜
三
市
五
町
の
可
燃
ご
み
は
す
べ
て
こ
こ
に

集
め
ら
れ
ま
す
。
昨
年
度
、
町
の
可
燃
ご
み

は
、
家
庭
か
ら
約
九
五
三
㌧
、
事
業
所
か
ら

約
五
八
二
㌧
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
数
値
は

過
去
五
年
間
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
減
っ
て
い

る
傾
向
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
の
処
理
に
は
当
然
、
施
設
の
維
持
管

理
費
や
人
件
費
な
ど
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
費
用
は
、
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
資

源
ご
み
も
含
め
、
各
市
町
が
出
し
た
ご
み
の

総
重
量
に
応
じ
て
案
分
し
、
負
担
金
を
置
賜

広
域
行
政
事
務
組
合
に
支
払
う
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
多
く
ご
み
を
出
せ

ば
、
町
は
多
く
の
お
金
を
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
し
、
逆
に
、
ご
み
の
量
を
減
ら
せ
ば
、

支
払
う
お
金
は
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
昨
年

度
、
町
は
ご
み
処
理
に
か
か
る
負
担
金
と
し

て
、
約
四
千
八
百
万
円
も
の
額
を
支
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
負
担
は
、
結
果
的
に
町
民
の

皆
さ
ん
の
税
金
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

出
す
ご
み
の
重
さ
を
減
ら
そ
う

　

で
は
、
こ
の
負
担
金
を
減
ら
す
に
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

二
つ
の

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
、
で
き
る
だ
け
重
さ
の
あ
る
ご
み

を
出
さ
な
い
こ
と
。
可
燃
ご
み
に
よ
く
見
ら

れ
る
生
ご
み
は
、
水
分
を
多
く
含
み
、
重
さ

が
増
し
ま
す
。
水
分
を
十
分
に
切
っ
て
か
ら

ご
み
に
出
す
か
、
ま
た
は
堆
肥
化
し
て
ご
み

に
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
家
電
製
品
や
家
具
な
ど
は
、
長
く

使
え
る
も
の
を
購
入
し
、
大
切
に
使
い
続
け

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
不
燃
ご
み
の
量
は
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ご
み
を
新
た
な
資
源
と
し
て

生
か
す
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
。
現
在
、
皆
さ

ん
に
は
資
源
ご
み
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
、
空
き
缶
な
ど
、
六
種
類
の
分
別

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
徹

底
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
た
と
え

ば
お
惣
菜
な
ど
の
ト
レ
イ
も
、
今
ま
で
食
べ

終
わ
っ
て
容
易
に
可
燃
ご
み
に
捨
て
て
い
た

と
す
れ
ば
、
ひ
と
手
間
か
け
て
洗
い
、
資
源

ご
み
と
し
て
出
し
た
り
、
お
店
に
あ
る
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
た
り
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
名
刺
大
の
小
さ
な
紙
も
古
紙
と
し
て
出

せ
ば
、
立
派
な
再
生
紙
と
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
き
ち
ん
と
分
別
す
る
こ
と

で
、
焼
却
施
設
や
最
終
処
分
場
を
長
く
使
え
、

さ
ら
に
環
境
に
与
え
る
負
荷
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
焼
却
し
て
い
る
ご
み
の

中
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
ま
だ

多
く
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
環
境
問
題

も
考
え
な
が
ら
、
今
後
も
ご
み
分
別
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

千代田クリーンセンターの焼却処理施設。可燃ごみをク
レーンで吊り、焼却炉に投入する様子。３市５町から集
まる膨大な可燃ごみを処理するため、焼却炉は１年間ほ
とんど休むことなく24時間体制で燃やし続ける

同センターのリサイクルプラザ。プラスチック製容器包
装とペットボトルの２ラインを、７名の従業員が手作業
で不適合物を取り除く。次々と流れてくるごみの中には、
湯たんぽや瓶など明らかに違うものが混ざっていた

ごみを減らす方法は４Ｒの実行。「リフューズ（不使用）」「リデュース（発生抑制）」「リ
ユース（再利用）」「リサイクル（再生利用）」。私たちができることを現状から探ります。

ごみに関するお問い合わせ先●役場住民税務課生活環境室志72―2111内線131・132・133
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約４億700万円負担金

約6,900万円負担金
約5,600万円負担金

現 場 イ ン タ ビ ュ ー

さいとう・ひろたか◎1986年２月、萩生生まれ。置賜広
域行政事務組合職員。04年４月入庁。千代田クリーンセ
ンター庶務係などを経て09年４月から現職。「ケガなく、
事故なく、安全に」をモットーに職務にあたる。萩生在住

置賜広域行政事務組合
千代田クリーンセンター施設第二係

Saito 
Hirotaka齋藤 大誉主事

【高まる家庭での分別の意識】

　日ごろから町民の皆さんには、
ごみの分別などについてご協力を
いただきありがとうございます。
おかげさまで、施設で処分するご
みの量はわずかながら減少傾向に
あります。各家庭でのリサイクル
の意識が高まったことが理由の一
つと考えています。その成果とし
て、可燃ごみ焼却後の灰などを埋
め立てる浅川最終処分場（米沢市）
は、計画よりも２年以上長く使用
を続けています。

【プラの分別には注意が必要】

　各家庭で分別されたプラスチッ
ク製容器包装のごみを見ると、不
適合物が、常に約３割ほど混ざっ

ている現状です。プラスチック製
という理由だけで、Ｔ字カミソリ
が混入していたケースもあり、仕
分けの作業上、大変危険です。あ
くまでもプラスチックの資源ごみ
は、プラマークの付いたものが基
本であることをご認識ください。

【直接搬入される方へのお願い】

　ごみを直接施設に搬入される方
もいらっしゃいますが、その中に
は資源ごみが多く含まれているの
が見受けられます。できるだけ地
区の収集所に分別して出していた
だきたいと思います。プラスチッ
ク類も古紙もすべて焼却処分する
ことは、環境に良いことではあり
ません。焼却物の減少は地球温暖
化防止にも大きく貢献します。

焼却物の減少は温暖化防止に貢献します

置賜広域行政事務組合

ごみの排出量に応じて
負担金を案分

25,624㌧ 5,018㌧

9,356㌧

3,640㌧

1,655㌧

7,208㌧2,926㌧

2,098㌧

南陽市

１人当り4,934円
約１億7,200万円負担金

長井市

１人当り4,234円
約１億2,700万円負担金

小国町

１人当り5,895円

白鷹町

１人当り4,281円

飯豊町

１人当り5,652円

川西町

１人当り4,357円

0

500
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2000

事業ごみ家庭ごみ

Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

単位：㌧

915.4
1048.5

902.3
906.5

952.9

598.2
636.7

590.0
634.9

582.5

役場住民税務課生活環境室調べ

町の可燃ごみ排出量の推移

可可燃ごみ

71.7％

不燃ごみ
5.7％

空き缶 1.8％

古紙・布 12.0％

ガラス瓶 5.8％
プラスチック製容器包装 2.1％ ペットボトル 0.9％

役場住民税務課生活環境室調べ

平成20年度 家庭ごみの内訳ごみの処理にかかる

置賜広域行政事務組合への負担金の仕組み

下図は、平成20年度の合計処理量57,525㌧と処理負担金
約10億6,200万円の実績に基づき、試算しています。

米沢市

１人当り4,558円

高畠町

１人当り4,078円

約１億400万円負担金

約4,800万円負担金

約7,900万円負担金
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※野球シューズのような金具の多
いものは不燃ごみ

可 燃
靴

プラスチック製
のボールペン

不 燃

※テープ類の長いものが不燃ごみに混
ざるとごみ処理施設で機械故障の原
因となりますのでご注意ください

可 燃

カセットテープ
ビデオテープ

梱包用バンド
（PPバンド）

可 燃 ※店頭での回収があ
ればそのクリーニ
ング店へ

クリーニング
のハンガー

不 燃 可 燃

ダイレクト・
メールなどの袋

※プラマークがあれ
ば資源ごみ

プ ラ

ペットボトル
のキャップ

間違いやすいごいやすいごみみ
０１

長さのあるもの（電気コード、ゴムホースなど）
50㌢程度に切ってから、分別してください。

広さのあるもの（ビニールシート、カーペットなど）
50㌢角程度に切ってから、分別してください。

つぶすときは横につぶ
します。縦につぶした
り、切ったり、落書き
したものはリサイクル
できません。

ペットボトル

ガスが抜けるまで使い
切ります。さらに捨て
る前に穴を開け、印を
付けます。ガスが残っ
ていると、ごみ収集車
やごみ処理施設内で火
災の原因になります。

スプレー缶・ガス缶

捨てる前に注意が必要なごる前に注意が必要なごみみ
０２

ごみに関するお問い合わせ先●役場住民税務課生活環境室志72―2111内線131・132・133

徹底した分別によって、可燃ごみは大きく減ります。リサイクル推進と二酸化
炭素削減への貢献は、ごみの分別から始まると言っても過言ではありません。

穴をあける際は、けが
にご注意ください

スープの汚れを落とします。さら
に容器が紙製かプラスチック製か
を、容器に表示されているマーク
で確認して、分別してください。

カップラーメンの容器
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添川小の児童会環境委員の皆さん。毎週水曜日、登校時間に合わせ、
資源ごみの回収作業とリサイクルの呼びかけを欠かさない

　添川小では、毎週水曜日の登校時、児童たちが家庭から資
源ごみを持ち寄ります。種類は、アルミ缶、牛乳パック、ダ
ンボール、新聞紙。目的は、資源ごみを集めて換金し、車椅
子などを購入して福祉施設に贈ることです。同校で10年以
上も続いている取り組みです。今では賛同する地域の方から
もアルミ缶などの提供の協力があるそうです。
　中心となって活動する環境委員長の加藤 彪  雅 くん（６年）

ひょう が

は「重い新聞紙もみんながんばって持ってきてくれます。こ
れからも地球環境と地域のリサイクルのため続けていきたい
です」と話します。ほかにも町内の小・中学校では、リサイ
クル活動が盛んに行われています（関連記事８㌻）。

添 川 小 学 校 の 資 源 ご み 回 収 の 取 り 組 み

子どもたちも分別でリサイクル！

煙衣類乾燥機、プラズマ・液晶テレビ
家電リサイクル法適用品
のため収集できません

閣不 燃

０４
分別方法が変わったも方法が変わったものの

容器にプラマークの
ついたカビ取り剤

煙漂白剤やカビ取り剤などの容器

閣可 燃 プ ラ洗って

煙化粧品のガラス瓶

閣不 燃 洗って

　新しくなるごみ袋は、レジ袋タイプに改良さ
れ、結びやすく持ちやすい形状となります。容
量は大きくなり、合わせて料金も改定されます。
　また、リサイクルの推進を図るため、プラス
チック製容器包装・ペットボトルの資源ごみ袋
は、容量は増えますが、料金は据え置きとなり
ます。

改定後現在
50円30㍑40円25㍑大燃やせるもの

（可燃）赤 35円20㍑25円14㍑小
50円45㍑40円36㍑大燃やせないもの

（不燃）緑 35円30㍑25円21㍑小
40円45㍑40円36㍑大資源プラ

オレンジ色 25円30㍑25円21㍑小

ごみ袋の改定表

　新しいごみ袋は４月以降、小売店で販売され
ます。なお、現在使用しているごみ袋は、なく
なるまで使用できます。期限はありません。

もっと便利に、容量アップで分別推進

４月からごみ袋が変わります

役場住民税務課生活環境室では、「ごみの分別出前講座」
を行っています。判断がつきにくいごみもわかりやすく
解説します。地区やサークルなどの団体単位で、どうぞ
お気軽にご利用ください。

０５
ごみの分別出前講座実施中！

０３
プラマークを探して簡単分マークを探して簡単分別別

マークのあるプラス
チック製品 閣 プ ラ

可 燃マークのない軟質な
プラスチック製品 閣

不 燃マークのない硬質な
プラスチック製品 閣
※プラマークがなくても製品の容器や包装に使われてい
たものであれば、プラとなります

資源（瓶）
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Topics町の話題

◆めざみの里書初め大会
蒲飯豊町長賞／梅津真子（第一小）
蒲飯豊町教育長賞
小関梓乃（手ノ子小）

蒲めざみの里社長賞
小川みのり（飯豊中）
蒲飯豊町観光協会会長賞
小川さおり（第二小）
蒲山新賞／寒河江亮太（手ノ子小）
蒲萩生郵便局長賞
土田嘉惟斗（第二小）
蒲金賞／梅津優香（手ノ子小）、髙
橋空（同）、嶋貫佑平（同）、佐原
詩乃（添川小）、髙橋大地（飯豊中）

蒲銀賞／小山帆夏（添川小）、髙橋
優紀（同）、石原花凛（第二小）、
川村沙音里（第一小）、齋藤麻衣
（手ノ子小）、寒河江綾根（同）、
渡部京（飯豊中）

蒲銅賞／岡田実夕（手ノ子小）、志
田浩貴（添川小）、鈴木佳恋（同）
多田野怜良（第一小）、嶋貫舞（手
ノ子小）、井上智晴（同）、岡田樹
（同）、米野太郎弥（飯豊中）
蒲審査員特別賞／梅津あかり（萩
生・長井高）、佐原雄子（添川）、
伊藤恵（手ノ子）

◆町総合体育大会柔道大会
蒲小学１・２年生の部
虚伊藤優馬許伊藤柊馬

蒲小学３・４年生の部
虚伊藤拓馬許大場圭吾距髙橋瑞
穂、伊藤康平

蒲小学５・６年生の部
虚井上裕太許新野雅幸距渡部拓
海、岡田樹

蒲中学生の部／虚伊藤光希許舟山
祐司距伊藤遥平、舟山広大

蒲高校生・一般の部／虚小松光許
髙橋智距金田稔、後藤裕太郎

（敬称略）

３年間かけて約１トンを回収

　１月１４日、第一小の児童たちが、ア
ルミ缶とプルタブの回収で歩行補助器
１台を購入し、老人福祉施設「福祉の
里めざみ」に寄贈しました。
　第一小では、ボランティアと環境活
動の一環として、平成１７年にも車椅子
１台の寄贈を行っています。その後も
継続して家庭から出たアルミ缶の収集
をしてきましたが、アルミニウムの買
取価格が低迷し、ようやく３年間かけ
て約１㌧を集めて、今回の寄贈に至り
ました。
　寄贈を受けた同施設の横沢晃施設長
は、「足の不自由なお年寄りの方にと
ても役立つものです。大切に使わせて
もらいます」と児童たちへお礼の言葉
を伝えました。

アルミ缶を回収し歩行補助器を購入

老人福祉施設へ寄贈

第一小学校

寄贈した歩行補助器の使い方の説明を聞く児童たち

Daiichi elementary school

１月２日にめざみの里観光物産館で行われた書初め大会の様子
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　梅津萬次郎さん（中）、鈴木静雄さん（手ノ子）、中澤テイさん（同）は、
今年で満100歳を迎えました。これを記念し、町から賀詞とお祝い金が
授与されました。１月６日に後藤町長がそれぞれのお宅を訪問し、直
接ご本人へ手渡すと共に「ずっとお元気で長生きしてください」とね
ぎらいました。

私たち今年で満百歳。まだまだ元気です！

※この事業は、自宅で生活し、満100歳を迎える方が対象です。

長生きの秘訣「笑顔を絶やさないこと」

　鈴木静雄さんは、できることはなんでも自分ですること
を心がけています。趣味は囲碁。新聞の囲碁のコーナーを
切り抜きしスクラップを作っているほどです。また、筆の
腕も衰えません。100歳を迎えるにあたり、色紙に力強い
字で「百歳になっても、尚、生きる気力わく」と書き上げ
ました。鈴木さんに長生きの秘訣をお聞きすると「笑顔を
絶やさないことです」と目を細めて答えてくださいました。

鈴木 静  雄 さん
しず お

手ノ子・明治44年４月生まれ

明治44年の出来事葛葛葛内閣総理大臣 桂太郎・西園寺公望、日米新通商航海条約調印、武者小路実篤「おめでたき人」、吉原炎上

長生きの秘訣「酒を控えること」

　梅津萬次郎さんは、足腰が丈夫。だから今も日常生活の
ほとんどを自分でこなします。趣味は俳句を作ることで、
人生の節目と感じた時その心境を俳句で詠んできたそうで
す。そして梅津さんのもう一つの楽しみはひ孫と遊ぶこと。
「子どもの面倒をよく見てくれる優しいおじいちゃん」と家
族の方は話します。長生きの秘訣をお聞きすると「酒を控え
ることかな」と梅津さんはきっぱりと答えてくださいました。

梅津 萬  次  郎 さん
まん じ ろう

中・明治44年11月生まれ

長生きの秘訣「甘いものを控え、野菜中心の食事」

　中澤テイさんは、しっかりもののおばあちゃん。外出の
ときは腕時計を離さず、時間をしっかり守ることを心がけ
ています。家族さえ覚えていなかった初雪の降った日を記
憶していて、びっくりさせたことも。そんな中澤さんは、子
ども４人、孫９人、ひ孫はなんと14人にも恵まれ、幸せいっ
ぱい。長生きの秘訣は「甘いものを控え、野菜中心の食事を
とること」だそうです。でも実は日本酒が大好きな一面も。

中澤テイさん 手ノ子・明治44年２月生まれ

Topics 町の話題

T hey w ere born on 1911
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線224

　１月19日、置賜農業高飯豊分校で「やまゆり料理
講習会」が行われました。講師に「ホテルフォレスト
いいで」の菅野衆治料理長を招き、２・３年生の生徒
９名が直接プロの技術を学びました。当校では、やま
ゆりを使った特産品開発の研究を進めており、その
一環として実施。調理した品目は、生徒たちが発案
した「ゆり根入りミート揚げパイ」など２品で、生徒
たちは熱心に菅野さんの指導に聞き入っていました。

プロの調理法をじかに学ぶ

置賜農業高校飯豊分校やまゆり料理講習会

　１月16日と17日の両日、白川荘を会場に「いいで
ファンクラブの集い・ふるさと里帰りツアー」が行
われました。町観光協会と白川荘が合同で企画。愛
知県など県内外から約20名が参加しました。ファン
クラブのダニエル・カール会長も会場に駆けつけ、
「雪を見ると不思議にふるさとの安らぎを感じます」
とあいさつしました。参加者はダニエルさんと一緒
に「さいとう焼き」などを楽しみ、交流を深めました。

ダニエル会長とヤッハハエロ

「いいでファンクラブ」の集い

　１月10日、町民総合センター「あ～す」駐車場を会場に、
町消防出初式が行われました。消防団員や来賓など約190名
が参加し、激しい雪に見舞われながらも火伏せ放水、分列
行進などを実施しました。後藤町長は「災害のない１年に
なることを願うと共に、町民の生命と財産を守るためにご
活躍を期待します」と激励。消防団員の皆さんは、寒さの
中でも最後まで背筋を正し、士気を新たにしていました。

寒さに耐え、士気を新たに

町消防出初式
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　１月20日、町民総合センター「あ～す」で、山形交
響楽団による「子育て応援コンサート」がありました。
幼児と子育て中の保護者の方が気軽に音楽を聴くこ
とができる場として文化庁などが主催。町内の幼児
施設の園児や親子連れなど約300名が会場に詰めか
けました。クラシックの名曲から『手のひらを太陽
に」など子どもたちが大好きな歌まで、幅広い音楽
が演奏され、会場は笑顔と拍手にあふれていました。

楽しいオーケストラ初体験

　１月５日、「剣聖流剣詩舞会・まほろば教室」の山
岸末永子さん（萩生）と元木ヒデ子さん（手ノ子）が手
ノ子幼稚園で園児たちへ詩吟で紙芝居を披露しまし
た。日ごろから当幼稚園のお手伝いをしている元木
さんが、「園児たちに伝統文化に触れて欲しい」と発
案。手書きで描いた『大きなかぶ』の紙芝居を詩吟の
調子で読み聞かせました。そのほかに黒田節の舞踊
などを披露し、園児たちは熱心に見入っていました。

伝統文化に触れて欲しい

Topics 町の話題

山形交響楽団子育て応援コンサート手ノ子幼稚園・詩吟で紙芝居を披露

　１月31日、第二小でマリンバとフルートによる演奏会が
開かれました。子どもたちに生の演奏で音楽と楽器の魅力
を体験してもらおうと苛米沢上杉文化振興財団が主催。本
町のマリンバ奏者伊藤照美さんと山形市在住のフルート奏
者久光奈桜美さんが出演し、「アヴェ・マリア」などの曲を
奏で、優しい音色に子どもたちはうっとりと聴き入ってい
ました。そのほか、二人の演奏に合わせて、子どもたちが
歌を歌うなどして、演奏会は大いに盛り上がりました。

優しい音色に包まれて

第二小「マリンバとフルート演奏会」

南房総市七浦小・第一小交流事業
（飯豊少年自然の家ほか）

１
　10

手ノ子スキー場感謝デー
（手ノ子スキー場）

１
　31

本町初の男声合唱団「プロー
ジット」設立 （あ～す）

１
　29
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黒沢地区
食生活改善推進員
渡部記代子さん

Cooking料理
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Child & Book 子育てと図書

「こりすのはつなめ」
柿本幸造／絵　浜田廣介／作　
ひさかたチャイルド

こりすがぶどうを食べていると、こ
ぐまがやってきて「ぼくにも食べさ
せて」と言いました。こりすがぶど
うをわけてあげると、こぐまは１粒
食べて、手のひらでつぶしました…。
浜田廣介の名作を絵本化。

「卒業の歌 ぼくたちの挑戦」
本田有明／著　ＰＨＰ研究所

校内合唱コンクールに創作曲で挑む
ことになった６年３組。創作曲の作
詞をまかされた翔太と作曲をするこ
とになった麻里絵は…。楽譜「誕生
日の贈りもの」「卒業の歌は出会いの
歌」も収録。

２月１６日㈫ 10：30～　あそびの広場
　　24日㈬ 10：30～　マリンバ演奏
　　２5日㈭ 10：30～　かんがるー広場
３月３日㈬ 10：30～　ひなまつり
　　９日㈫ 10：30～　あそびの広場
　　１２日㈮ 10：30～　交通安全指導

（２月・３月の日程）

episode

「一人で悩まないで」

話を聞いてもらう大切さ

●役場教育文化課子育て支援室
志72―2111内線160・163

●こどもみらい館
志72―3336  

　だれでも初めて子どもを授かれば、何もわから
ず、不安でいっぱいだ。食事のこと、トイレのこ
と、夜泣きのこと、病気のこと、成長する過程の
中で、親として悩むことは必ず出てくる。
　そんなとき、話を聞いてくれる人の存在は大き
い。話しただけで解決した時と同じぐらいに気持
ちが楽になる。子育ての先輩である両親、姉（兄）
夫婦、友人、そして同じ年ごろの子どもを育てて
いるお母さんたち。聞けば、みんな似たようなこ
とで悩んだ経験を持っていておかしくなる。日中
預かってくれた父母や施設の方から「いい子だっ
たよ」なんて客観的に言われると安心する。
　わが子を虐待する悲しい事件を見るたびに心が
痛む。一人で悩まず、だれかに相談することが大
切だと感じるのだった。

子育て

FILE
フ ァ イ ル

「地域商店街活性化マ
ニュアル」
土肥健夫／著　同友館

「商店街の活性化のための地域住民
の需要に応じた事業活動の促進に関
する法律」のポイントをはじめ、商
店街を取り巻く広範な業界のこと、
商店街活性化にかかる方策のことな
どについて取りまとめる。

一般図書

五木寛之／著　講談社

愚者か？ 悪人か？ 聖者か？ 地獄は
一定と覚悟し、真実を求めて時代の
闇を疾走する青春群像。新しき人
間・親鸞を描く。全国27新聞での連
載に加筆修正し書籍化。

「親鸞　上・下」
一般図書

今月の

おすすめ図書

ひな祭り嫌嫌嫌嫌

３月３日浄 10：30～
こどもみらい館

素敵なトランペットの演奏もあ
るよ。お楽しみに！

（要予約）

●開館時間　　午前９時～午後５時
●臨時休館日　蔵書点検とシステム更新のため２月22日捷まで

休館となります。ご理解とご協力をよろしくお
願いします。

●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

児童図書

児童図書
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Essay連載エッセー
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人
で
も
多
く
の
人
が
学
べ

る
よ
う
に
し
た
そ

う
で
す
。
お
か
げ

で
当
時
の
兵
隊
検

査
の
時
、
自
分
の

名
前
も
書
け
な
い

人
が
た
く
さ
ん
い

る
中
で
、
添
川
の

人
は
優
秀
で
、
検
査
官
も
驚
い
た
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
小
松
武
右
衛
門
と
い
う
人

の
石
碑
で
す
。
こ
の
人
は
、
新
野
さ
ん
の
後

を
継
い
で
村
長
さ
ん
に
な
っ
た
人
で
す
。
小

松
さ
ん
も
教
育
に
力
を
入
れ
、
自
分
の
お
金

を
寄
付
し
て
、
学
校
を
建
て
た
り
直
し
た
り

し
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
家
の
手
伝
い
な
ど

で
学
校
に
来
れ
な
い
子
ど
も
が
大
勢
い
ま
し

た
が
、
時
に
は
学
用
品
を
援
助
す
る
な
ど
の

工
夫
や
声
が
け
を
し
て
、
ど
ん
ど
ん
学
校
に

通
う
子
ど
も
が
増
え
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

二
人
の
お
か
げ
で
、「
添
川
村
は
教
育
村
」

と
い
う
言
葉
が
広
く
伝
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
教
育
熱
心
な
地
域
に
育
ち
添
川
小
で

学
ん
で
い
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
に

思
え
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
懐
勘
定
」

　

後　

藤　

幸　

平

京

　

二
月
の
東
京
は
時
折
雪
が
降
る
。
国
会

議
事
堂
や
農
水
省
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
霞
ヶ

関
の
官
庁
街
に
雪
の
な
ご
り
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

町
の
予
算
編
成
の
大
詰
め
を
迎
え
、
国

の
事
業
仕
分
け
後
も
未
確
定
な
点
に
つ
い

て
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
飯
豊
町

の
重
要
事
業
陳
情
」
に
行
く
こ
と
と
な
っ

た
。
し
っ
か
り
と
地
方
や
町
の
状
況
を
国

に
伝
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
。
成
果

を
期
待
し
た
い
。

　

折
角
の
機
会
に
と
、
東
京
駅
周
辺
を
歩

い
て
み
る
。
に
ぎ
や
か
な
都
会
の
街
並
み
、

そ
こ
に
並
ぶ
も
の
、
商
品
の
豊
富
な
こ
と

に
は
あ
ら
た
め
て
驚
く
。
町
の
自
慢
は

数
々
あ
る
が
、
も
の
の
豊
富
さ
で
は
東
京

に
は
と
て
も
か
な
わ
な
い
。
探
し
て
い
る

も
の
は
何
で
も
見
つ
か
る
し
手
に
入
る
。

た
だ
し
お
金
が
あ
れ
ば
の
話
だ
。
懐
具
合

が
さ
び
し
く
て
豊
か
な
も
の
に
囲
ま
れ
る

の
は
愉
快
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

八
十
三
歳
に
な
る
母
が
思
い
出
し
た
よ

う
に
話
す
に
は
、
お
年
玉
を
せ
が
ま
れ
た

の
に
暮
れ
の
支
払
い
で
財
布
が
空
っ
ぽ
の

父
は
、
初
売
り
の
店
を
開
け
た
わ
ず
か
の

売
上
げ
か
ら
お
年
玉
を
捻
出
し
た
の
だ
と

い
う
。
万
事
そ
ん
な
風
に
し
て
育
っ
た
私

は
、
お
金
の
苦
労
は
常
の
こ
と
だ
っ
た
し
、

懐
勘
定
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
懐
勘
定
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
志

を
失
う
今
の
世
相
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
識
者

も
い
る
。
そ
ん
な
一
文
に
出
会
っ
て
感
激

し
た
。
一
月
一
日
の
山
形
新
聞
、
歴
史
家

半
藤
一
利
さ
ん
と
作
家
の
沢
地
久
枝
さ
ん

の
対
談
特
集
『
未
来
へ
の
座
標
軸　

ど
こ

に
』
の
中
で
「
自
分
の
懐
勘
定
で
今
の
政

治
は
悪
い
と
言
う
人
を
見
て
い
る
と
情
け

な
く
な
る
。（
中
略
）つ
ら
い
こ
と
も
覚
悟

の
上
だ
と
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち
が
な
け

れ
ば
駄
目
だ
」
と
の
沢
地
さ
ん
の
主
張
で

あ
る
。

　

国
も
地
方
も
厳
し
い
懐
勘
定
で
の
新
年

度
予
算
編
成
で
あ
る
。
無
駄
な
く
効
果
的

に
所
得
増
を
実
現
し
た
い
。
た
だ
大
切
な

も
の
は
お
金
ば
か
り
で
は
な
い
。
町
民
の

胸
に
志
燃
え
る
町
、
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
せ
た
ら
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

「添川村は教育村」

添川小学校　渡部恭子校長

わたなべ・きょうこ
1955年12月、南陽市生まれ。
長井市西根小教頭、中津川
小中校長を経て08年４月よ
り当校に着任。趣味は手芸。
教育者としてのモットーは
「子どもたちの笑顔のため
に」。笑顔で明るく楽しい
学校生活ができる環境づく
りを大切に考え努めている。
黒沢在住

Profile

グラウンド西側に立つ新野常次氏（右）
と小松武右衛門氏（左）をたたえる石碑
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６日松５日晶４日昭３日昌２日昇３月１日捷
医療機関名所在地

午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

×●●×●●●●×さゆり内科歯科クリニック
志86―3056

町　内
××●

16:00～
×××●

16:00～
×●

16:00～
×町国保診療所 志72―2300

×●●●●●●×吉川記念病院 志87―8000

長井市

××●×●●●×伊藤内科クリニック 志88―5566
×●●●●●●×梅津医院 志88―2078
×●●●×●●●×さとう小児科医院 志88―2662
×●●●●●●×仁陽堂外田医院 志84―2004
×●●×●●●●×外田医院 志84―2016

×●●●●●●×なかさとこどもクリニック
志84―8778

　新型インフルエンザ（A/H１N１）のようにウイルスは型を変えて突然私たちの健康に被害を与
えます。衛生管理と共に予防接種も効果的な予防策の一つです。特に抵抗力の弱いお子様には、忘
れずに法律で定められた予防接種を受けさせ、健康な生活を守ってあげてください。
　なお、接種する際は、希望する医療機関へ必ず予約してから受診してください。また、下記以外
にも接種できる医療機関はございますので、町健康福祉課健康医療室までお問い合わせください。

近隣の協力医療機関

感染症から子どもを守ろう！
子ども予防接種週間

ＢＣＢＣＧＧ
三種混三種混合合
麻し麻しんん
風し風しんん

胸問合せ先／町健康福祉課健康医療室緯86－2338

　日々のお仕事でなかなかお休みが取れないと
ころだとは思いますが、お子さんの健やかな成
長のためお時間を調整して、予防接種をお受け
いただきたいと思います。新型インフルエンザ
の予防接種などで接種間隔が分からなくなった
方、そのほか疑問なことがありましたら、どう
ぞお気軽にお電話などでお問い合わせください。

わかないことがあれば、
お気軽にお聞きください

町健康福祉課健康医療室

鈴 木 崇 
たか

 文 保 健 師
ゆき 　近年、国内で麻しん（はしか）が発生しています。ウ

イルスの空気感染によって発症するもので、ほかの病
気に比べ感染力が非常に高く、かかってしまうと脳炎
など重大な合併症を引き起こすことがあります。予防
のために、予防接種で免疫をつけることが重要です。
◇麻しん・風しんの予防接種は
・１期／１歳～２歳に達する前まで
・２期／保育園・幼稚園に通う年長組の１年間
・３期／中学校１年生
・４期／高校３年生
※２～４期の接種期限は３月31日我までです。

麻しんについて
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

　現在、役場庁舎では、正面玄関前お
よび庁舎内の一部改修工事を行ってい
ます。工事の期間中、来庁される皆様
に大変ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をよろしくお願いします。
◆工事期間／２月～３月末まで
◆工事の内容
焔正面玄関前の階段屋根設置工事
焔正面玄関風徐室などの改修工事
◆工事期間中のお願い
焔駐車場の一部が使えなくなります
焔足の不自由な方のための「呼び鈴」
が使えなくなります。ご用命の方は、
お手数ですが、お越しになる前に下
記までご連絡ください
焔正面玄関より資材搬入など作業員の
出入りが多くなります
◆問合せ先／役場総務企画課総務情報
室緯72―2111内線220

　県内における高卒者の就職内定率は、
11月末現在において71.9％となって
います。求人数が前年同期比で42.3％
減少している厳しい雇用情勢の中、
760人の生徒が未内定のまま卒業を迎
えようとしています。このままでは、
若者の人材育成と地元定着に支障をき
たすものと懸念されます。
　事業主の皆様には、厳しい経済情勢
ではありますが、今一度新規高卒者の
採用についてご検討いただき、早期の
求人票提出と採用枠の拡大をよろしく
お願いします。
◆問合せ先／ハローワーク長井緯84―
8609または山形労働局職業安定部
職業安定課緯023―626―6109

役場庁舎の改修工事に
ご協力をお願いします

事業主の皆様へのお願い
新規高卒者採用について

　母子家庭の母の資格取得のための修
業期間に給付金を支給する制度です。
◆資格の種類／看護師、介護福祉士、
保育士、理学療法士、作業療法士

◆対象／下記のすべてに該当する方
焔児童扶養手当を受けている方、また
は同様の所得水準の方
焔対象資格の取得が見込まれる方
焔就業または育児と修業の両立が困難
と認められる方

◆給付額（月額）
①住民税課税世帯／70,500円
②住民税非課税世帯／141,000円
◆申込・問合せ先／役場教育文化課子
育て支援室緯72―2111内線163

◆日時／２月28日㈰ ９：30～
◆場所／西置賜行政組合消防本部

（長井市平山）
◆内容／焔自主防災に関する講習焔救
命方法の講習焔煙からの脱出体験

◆参加費／無料
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆申込・問合せ先
　西置賜防災センター緯88―1839

◆日時／２月25日㈭ 13：30～
◆場所／アクティ米沢（米沢市）
◆内容／改正育児・介護休業法のポイ
ントなど（個別相談も有ります）

◆対象／事業主、人事担当者など
◆参加費／無料
◆その他／申込方法などは下記まで
◆申込・問合せ先／山形労働局雇用均
等室緯023―624―8228

自主防災組織リーダー研修会

　平成21年分の税申告相談会が始まり
ました。会場では、多数の方の出入り
があり、流行中のインフルエンザの感
染拡大が懸念されます。つきましては、
予防と感染防止のためマスク着用など
のご協力をお願いします。なお、会場
にもマスクと消毒液を準備しています
ので、ご利用ください。
◆問合せ先／役場住民税務課税務室
緯72―2111内線128、129、130　

　参加人数・協力体制が整えば、部落
単位にこだわらず、複数部落での共同
開催ができます。希望する際は部落間
で調整の上、お申し込みください。
◆申込資格／①65歳以上の方が常時
15人程度参加できること　②参加者
への事務連絡などで部落からの協力
をお願いできること　③会場の借上
（予約）に協力してもらえること
※公民館使用料、電気料などは実施地
区の負担となります

◆実施期間／４月中旬～平成23年３月
中旬までの週１回

◆開催時間／９：30～（２時間程度）
◆開催場所／部落（地区）公民館
◆事業内容／参加者の希望を取り入れ、
年間の予定表に沿って町が派遣する
お世話係が事業を行います

◆年会費／5,000円（茶菓代など）
◆申込方法／名簿（住所・氏名・電話
番号を記入）を添えてお申し込みく
ださい。名簿は任意です

◆申込締切／３月16日㈫
◆申込・問合せ先
町地域包括支援センター緯86―2233

ほのぼのサロン実施地区
申し込みを受け付けます

税申告相談会へ
来場にあたってのお願い

母子家庭の母の
資格取得を支援します

改正育児・介護休業法説明会



広報いいで 2010/2/1217

Information お知らせInformation お知らせ

（１月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

舩　山　稔　章さん
飯　澤　美奈子さん

添  　  川（長  井  市    
菅　野　元　章さん
大　沼　純　子さん

黒  　  沢（長  井  市    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  洋　一（優　子鈴 木　 日 

ひ

 向 
な

 多 ちゃん
た

手ノ子

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
83深 瀬 敬 二さん下町添川
52大河原 良 弘さん向原手ノ子
94小 松 き くさん辻椿
89伊 藤 仁 郎さんひめさゆり添川
99佐 藤 み つさんひめさゆり添川
86青 木 き みさん萩生町萩生
73樋 口 久 夫さん萩生町萩生
83須 藤 ミヨ子さん中西中
89長 沼 きくよさん町下手ノ子
81松 田 ユリ子さん町下手ノ子
65寒河江 勝 司さん中通高峰
80鈴 木 　清　さん松原

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

１月分　　（　）内は対前月比

4転入2,399（  -2）世帯数
11転出4,023（-11）男人　

口
1出生4,277（  -8）女
13死亡8,300（-19）計

人の動き

　今年は、白川ダム湖岸公園で盛大に
開催します。巨大雪像や滑り台などお
子様の楽しみもいっぱい！
◆期日／２月27日㈯
◆場所／白川ダム湖岸公園
◆内容
焔巨大すべり台大会 14：00～
焔開会セレモニー 16：00～
焔雪上餅つき 17：00～
焔花火・巨大紙風船打ち上げ 18：00～
焔雪上ステージ 19：00～
焔ヤハハエロ  20：00～
◆問合せ先／中津川雪祭り実行委員会
（中津川地区公民館）緯77-2020　

◆日時／２月28日㈰ 10：00～15：00
◆場所／白川ダム湖岸公園
◆内容（予定）
◇初級講習会（要予約）13：00～15：00
　焔定員／定員５名
　焔参加費／3,500円
◇乗車体験（200円～）
◇ほかにバナナボート牽引・デモンス
トレーション・売店など

◆主催／いいでスノーモービルクラブ
◆問合せ先／町観光協会緯86ー2411

◆日時／２月20日㈯ 10：00～16：00
◆場所／長井市民文化会館
◆相談の例／焔不動産の相続の手続き
　　　　　焔遺産分割協議など

◆相談料／無料
◆問合せ先／山形県司法書士会
　　　　　緯023―623―7054

冬の楽しみ満載！
第30回中津川地区雪祭り

雪原を快走！
スノーモービル祭り

相続登記に関する
県内一斉無料相談会

　冬芽や動植物などの自然観察と真っ
白に彩られた美しい眺望を満喫してみ
ませんか。一緒に白川湖畔の冬の大雪
原を散策し、春の香りを探そう！
◆日時／３月７日㈰ ９：30
　　　ホテルフォレストいいで集合
◆内容（予定）
かんじきトレッキング→自然観察
（冬芽と動物の足跡観察・スケッチ）
→メープルサップ体験→ホテルフォ
レストいいで（昼食）→解散（13：00
ごろ）
◆参加費／500円（昼食代）
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆申込締切／３月３日㈬まで
◆申込・問合せ先／役場総務企画課総
合政策室緯72―2111内線227

　楽しいお話や工作を用意して皆さん
の参加をお待ちしています。
◆日時／２月28日㈰ 10：30～11：30
◆場所／こどもみらい館
◆内容
焔「お話を聞こう！」絵本、紙芝居など
の読み聞かせをします
焔「作って遊ぼう！」ひな祭りの簡単な
工作をします
◆参加費／無料
◆対象／おおむね３歳から小学校３年
生の児童とその保護者の方
※子どもだけでも参加できます
◆申込締切／２月23日㈫まで
◆申込方法／下記まで電話で申し込み
◆申込・問合せ先
　「あ～す」図書室緯72―3111

みんなあつまれ～！
わくわくぐりぐら広場

春の香りを探そう！
冬の白川湖畔自然観察会

◇
表
紙
の
厚
母
稔
さ
ん
は
、
平
成

十
三
年
に
妻
の
真
理
子
さ
ん
と
共

に
東
京
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
。
本
町
に

新
規
就
農
さ
れ
、
花
卉
の
生
産
に

励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
当

初
、
近
隣
の
病
院
の
存
在
さ
え
わ

か
ら
ず
、
熱
を
出
し
た
わ
が
子
を

無
我
夢
中
で
中
津
川
の
診
療
所
ま

で
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
も
。
当
時

の
こ
と
と
笑
っ
て
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
が
、
不
慣
れ
な
地
で
の

そ
の
時
の
不
安
は
十
分
察
せ
ま
す
。

　

ゆ
か
り
が
な
く
と
も
、
新
天
地

を
飯
豊
町
と
決
め
、
が
ん
ば
っ
て

い
る
方
に
対
し
、
行
政
も
地
域
も

応
援
す
る
環
境
が
十
分
に
整
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
。
定
住
対
策
を

考
え
た
と
き
、
厚
母
さ
ん
の
よ
う

な
方
か
ら
伺
う
お
話
は
、
と
て
も

貴
重
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
横
山
）



長岡克典 さ ん・中 出 身

弁護士（山形県弁護士会所属）

広報いいで 18

昨年１２月に本町出身の若者が、弁護士として独立し開業を果たした。

彼が目指すのは、地域に根ざした「町医者のような弁護士」。

目標を達成するために大切なことは何か。

弁護士は私たちの実生活にどんなかかわりがあるのか。

率直な言葉で語ってくださった。

町医者のような存在を目指す

飯 豊 町 出 身 の 若 手 弁 護 士 が 語 る

INTERVIEW

Nagaoka Katsunori

ながおか・かつのり◇1981年５月、中生まれ。00年３月、長井
高校卒業。同年４月、新潟大学法学部入学。04年４月、東北学院
大学法科大学院法務研究科入学。07年３月に修了し、同年９月
に初めての司法試験に臨み一発合格を果たす。司法研修所での
研修期間を経て、08年12月に山形県弁護士会に登録。09年12月、
米沢市内に長岡克典法律事務所を開業する。趣味は音楽鑑賞。
尊敬する人物は、「仕事に対して誇りを持ち、ひたむきな両親」。
性格は「良くも悪くもまじめなところ」と話す。米沢市在住

Profile
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CLOSE-UP INTERVIEW

目
標
ま
で
の
過
程
を
楽
し
む
こ
と

　

大
学
は
法
学
部
を
受
験
し
ま
し
た
が
、

「
弁
護
士
に
な
ろ
う
」
と
い
う
明
確
な

志
は
、
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
実
際
、
大
学
在
学
中
は
、
柔

道
部
と
陸
上
部
を
か
け
持
ち
し
、
勉
強

は
お
ろ
そ
か
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

〝
弁
護
士
”
と
い
う
目
標
を
意
識
し
始

め
た
の
は
、
授
業
で
弁
護
士
の
方
々
の

お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
憧
れ
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
、
さ
ら
に
本

格
的
に
司
法
試
験
の
勉
強
を
始
め
た
の

は
、
実
は
大
学
院
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

大
学
院
で
は
、
三
年
間
、
一
日
十
五
時

間
以
上
、
み
っ
ち
り
法
律
の
勉
強
に
時

間
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

目
標
を
目
指
す
上
で
大
切
な
こ
と
は
、

「
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
」
と
「
到
達
ま
で

の
過
程
を
楽
し
む
こ
と
」
だ
と
思
い
ま

す
。
司
法
試
験
の
勉
強
は
、
弁
護
士
に

な
っ
て
仕
事
を
す
る
自
分
の
姿
を
想
像

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
都
市
に
比
べ
て
地
方
の
教
育

条
件
が
不
利
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校
を
通
じ
て
、
熱

心
な
先
生
に
恵
ま
れ
、
学
校
の
授
業
で

十
分
に
学
力
を
養
え
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
も
同
じ
で
す

が
、
学
校
の
勉
強
も
、
ど
の
科
目
で
も

い
い
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
一
生
懸
命

す
る
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

手
伝
い
で
学
ん
だ
仕
事
の
尊
さ　

　

今
も
両
親
は
現
役
の
農
家
で
、
米
、

葉
た
ば
こ
、
肉
用
牛
の
生
産
を
営
ん
で

い
ま
す
。
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
農
業
の

手
伝
い
は
当
た
り
前
で
し
た
。
手
伝
い

を
終
わ
ら
せ
て
、
そ
れ
か
ら
自
分
の
勉

強
の
時
間
で
す
。
秋
は
稲
刈
り
が
終

わ
っ
て
も
、
我
が
家
で
は
牛
の
餌
と
な

る
稲
わ
ら
集
め
が
待
っ
て
い
ま
す
。
家

族
で
夜
遅
く
ま
で
、
わ
ら
集
め
を
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
つ
ら
く
て
も
、

父
か
ら
「
作
業
が
早
く
な
っ
た
な
」
な

ど
と
褒
め
ら
れ
る
と
、
う
れ
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
長
男
で
、
家
業
を
継
が
な
け
れ

ば
と
い
う
考
え
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

し
た
。
で
も
親
は
そ
の
期
待
を
口
に
す

る
こ
と
な
く
、
私
が
目
指
し
た
い
道
に

進
む
こ
と
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
農
業
に
誇
り
を
持
ち
、
重
労
働

の
仕
事
に
も
ひ
た
む
き
な
両
親
の
姿
は
、

私
に
一
生
懸
命
仕
事
を
す
る
こ
と
の
尊

さ
を
教
え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
少
な
い
弁
護
士
の
数

　

置
賜
地
区
に
は
、
私
を
含
め
六
人
の

弁
護
士
が
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
弁
護

士
の
い
な
い
地
域
は
、
法
律
の
な
い
地

域
に
等
し
い
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
法
律
は
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た

め
に
あ
る
も
の
で
す
。
困
っ
て
い
る
人

を
救
済
で
き
る
法
律
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
法
律
を
使
い
こ
な

す
手
段
を
持
た
な
い
人
に
と
っ
て
は
、

絵
に
描
い
た
餅
な
の
で
す
。
そ
の
意
味

で
、
弁
護
士
は
、「
法
律
に
書
か
れ
た

権
利
を
実
現
す
る
た
め
の
道
具
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

早
期
の
相
談
で
被
害
を
最
小
限
に

　

私
の
弁
護
士
と
し
て
の
目
標
は
、
地

域
と
密
着
し
た
町
医
者
の
よ
う
な
存
在

に
な
る
こ
と
で
す
。
世
間
か
ら
見
れ
ば
、

弁
護
士
は
ま
だ
ま
だ
敷
居
の
高
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
診
療
所
の
よ
う

に
身
近
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
病
気
を
こ

じ
ら
し
た
と
き
、
早
く
診
療
を
受
け
れ

ば
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
活
の
悩
み
も
同
じ
で
す
。
被
害

が
深
刻
化
す
る
前
に
、
法
律
の
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
律
家
へ
の
相
談
料
は
、「
結

構
な
費
用
が
か
か
る
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
が
、 
法 
テ
ラ
ス
の
「
民

※

事
法
律
扶
助
」
と
い
う
制
度
を
利
用
す

れ
ば
、
一
定
基
準
よ
り
収
入
が
多
い
方

を
除
い
て
、
相
談
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
ど
う
か
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
私
は
債
務
整
理
の
ほ
か
、
刑
事
・

民
事
裁
判
な
ど
百
件
ほ
ど
の
案
件
を
抱

え
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
相
談
者
の
悩
み
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
誠
実
に
、
わ
か
り
や
す
く
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
努

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
経
験
を
積
み
重
ね
て
、
広
い

分
野
で
、
皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
弁
護
士

と
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

弁護士の最大の使命は、

法律を使って困っている人を助けること

※法テラス…正式名称は「日本司法支援センター」。国民向けの法的支援を行う機関として設立された独立行政
法人。法による紛争の解決に必要な情報やサービス提供などを行う。県内では、山形市に法テラス山形がある

長岡さんが、勉強への意欲を高めるために読んだという本
を２冊紹介してくださった。目標達成のためには、「あき
らめないこと」「到達までの過程を楽しむこと」と話す

米沢市内にある長岡さんの法律事務所の風景。「だれでも
気軽に相談できる場所にしたい」と長岡さんは語る

米沢市中央４丁目１―10 イマムラビル２F　
志0238―40―0456

長 岡 克 典 法 律 事 務 所



この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。
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Iid
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h
o
to
 c
o
n
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st

真中誠さん（茨城県日立市）
　フォレストいいでの方の案内で、雪深い地に咲く一本の桜
を紹介され、珍しいことと自然の力に感銘を受けました。し
かも霧が一面に立ちこめ主役の桜を引き立たせ、周辺をぼか
し、何とも言えない幽玄の境地でした。ありがとうございま
した。
　これからも飯豊町へ伺いますのでよろしくお願いします。

撮影者

写真家 佐藤秀明先生の講評
　残雪の中で咲き始めた桜をいいアングルで撮りましたね。
三分咲きくらいの、薄っすらとしたピンク色が白く霧に包ま
れた風景の中でなんとも言えない味を出しています。何枚も
シャッターを切られていると思いますが、全部見てみたいよ
うな気がします。

残雪と霧に包まれて

（撮影場所／中津川地内）

【入選作品】

写真は、平成20年度に開催されました「未来につなぐいいでフォトコンテスト」で入賞された作品です。
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